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１ 県 ・ 国の動向 (2021年10月～2022年１月)

１

※関係主体欄の「美」は、（一財）沖縄美ら島財団

年月日

10月3日 首里城再興学術ネットワークシンポジウム2020開催（県立芸術大学・琉球大学との共催）

10月5日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第３回　木材・瓦類ワーキンググループ会議

10月8日 首里杜館の大型ディスプレイ、映像コンテンツ公開

10月14日 令和３年度　第２回　首里城復旧・復興ワーキンググループ会議

10月21日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第１回　北殿・南殿等ワーキンググループ会議

10月27日 首里城御庭の北殿北側見学デッキを一部供用開始

10月28日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第３回　防災ワーキンググループ会議

10月30日～
　　　　　11月３日

令和３年度　首里城復興祭（主催：首里城祭実行委員会）

10月30日 令和３年度　首里城復興イベント（10月30日・31日・11月３日）

11月1日
琉球歴史文化の日　制定記念式典
　→　沖縄の歴史・文化への理解を深め、次世代に継承し、新たな歴史と文化の創出に向けて
　　　令和３年度より制定。
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国 県

県



２

年月日

11月2日 令和３年度　第２回　「琉球文化ルネサンス」に関する万国津梁会議

11月3日 玉城知事が首里城の現場を視察

11月６日～
　　　11月14日

首里城赤瓦の漆喰はがしボランティア募集（最終）

11月9日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第４回　彩色・彫刻ワーキンググループ会議

11月10日 令和３年度　第２回　首里城公園管理体制構築検討委員会

11月16日 首里城復興DX共創ラボのオープン（連携協定：SCSK株式会社）

11月22日～
　　　　　　１月７日

首里城火災破損瓦等の利活用アイディア募集（令和３年度２次募集）
　→　今回から瓦の種類を追加し、石材も利活用募集を開始

12月1日 令和３年度　第２回　首里城復元に向けた技術検討委員会

12月21日 令和３年度　第２回　首里城扁額製作検討委員会

12月24日 令和３年度　第２回　中城御殿跡地整備検討委員会
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１ 県 ・ 国の動向 (2021年10月～2022年１月)



３

１ 県 ・ 国の動向 (2021年10月～2022年１月)

年月日

12月27日 令和３年度　第32軍司令部壕保存・公開検討委員会　第４回会合

1月13日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第４回　防災ワーキンググループ会議

1月19日 令和３年度　第３回　首里城復旧・復興ワーキンググループ会議

1月24日 令和３年度　第３回　「琉球文化ルネサンス」に関する万国津梁会議

1月28日 首里城復元に向けた技術検討委員会　第４回　木材・瓦類ワーキンググループ会議

1月30日 首里城復元に向けた技術検討委員会　報告会

1月31日
令和３年度　第３回　首里城復旧・復興推進本部会議
　→　①首里城火災復旧・復興支援寄附金の受入終了(R4.3.31)、②首里城復興への
　　新たな基金の創設、③正殿への県産木材の使用変更について決定。

1月31日 令和３年度　第３回　首里城公園管理体制構築検討委員会
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R1年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度 R8年度 R9年度以降

国

の

取

組

正殿

材料調査

（大径材）

設計

材料調達
（大径材）

工事

北殿、南殿等

市場調査

基本設計
実施設計

調達・乾燥

木材倉庫

本体工事

仮設通路

がれき撤
去

発注手続（WTO)

撤去 正殿復元の施工ヤードとして使用

検討 工事

※ 国の取組については「首里城正殿等の復元に向けた工程表（2020年3月27日）」より抜粋

４

R1年度 R2年度 R3年度 R4年度

沖

縄

県

の

取

組

方針・計画など

首里城復旧・復興
推進本部会議

◎ ◎ ◎ ◎

各種委員会など

首里城復興基金
首里城未来基金

県民参画等による
復興イベント等

● ● ●

● ●

技術検討委員会
への参画

● ● ● ● ● ● ●

首
里
城
火
災

10
月
31
日

基本的な考え方
12/26策定

復興基本計画
3/29策定

有識者懇談会◎

各部会●

復興基本方針
4/23策定

首里杜地区
整備基本計画

（仮称）策定予定

新たな
沖縄振興計画

スタート

適宜開催

再発防止検討委員会 9/11中間報告 3/30報告書 首里城公園管理体制構築検討委員会

首里杜構想検討部会 首里杜地区整備基本計画検討委員会

(H22～26)中城御殿跡地
整備検討委員会

中城御殿跡地整備検討委員会

首里城扁額製作検討委員会

9/23大径材
覚書締結

12/21赤瓦
覚書締結

3/30扁額
協議・合意

・Google Arts &Culture の公開
・復興展示室等の設置

・空手演武会
・ﾌﾟﾛｼﾞｪｸｼｮﾝﾏｯﾋﾟﾝｸﾞ

正殿遺構
の公開

破損瓦利活用
アイディア募集

漆喰はがし
ボランティア

・プロジェクションマッピング
・ものづくり体験イベント

首里城未来基金
受入開始

・令和首里城復興イベント

7/30制作物
覚書締結

２ 首里城復元・復興に向けたスケジュール

受入終了



5,489,849,195円（令和4年1月末現在）

沖縄県に寄せられた寄附金受入状況

皆さまからのご寄附は、
「首里城復興基金の活用に関する方針」に基づき、
城郭内の正殿をはじめとした施設等の復元に活用します。
その内容は、「沖縄県公式 首里城復興サイト」等でお知らせします。
寄附金の申込・問い合わせは、
沖縄県 都市公園課ホームページをご覧ください。

☆これまでの復興レポートについては、
「沖縄県公式 首里城復興サイト」をご覧ください。

☆Twitterで首里城復興等に関する情報を発信中！

５

３ 首里城火災復旧・復興支援寄附金の状況について

検索沖縄県都市公園課



６

４ 首里城火災復旧・復興支援寄附金の受入終了と新たな基金の創設について

○ 令和４年度からは正殿の復元工事が始まり、首里城復興は一つの節目を迎えることから、令和４年３月31日

を以て同寄附金の受入を終了とすることを決定いたしました。

○ 火災直後から現在もなお、多くのご支援が沖縄県に寄せられ、復興の歩みを進める大きな力となっています。

改めて、多くの皆さまの温かいご支援に心から御礼申し上げます。

ほくでん

北殿

せいでん

(参考)正殿

なんでん ・ ばんどころ

南殿・番所

詳細は、「首里城復興サイト」をご覧ください。
https://www.shurijo-fukkou.jp/donation/shurijomirai_fund/ 検索首里城復興サイト

Ⅰ．現在の寄附金（首里城火災復旧・復興支援寄附金）へのご寄附について

Ⅱ．現在の寄附金（首里城火災復旧・復興支援寄付金）の活用先

○ これまでに、首里城正殿の象徴的な木材、赤瓦、装飾品、彫刻品等の調達・制作費用に充てることが決定されています。（左下図）

○ 令和４年３月31日までにお寄せいただいた寄附金は、引き続き「沖縄県首里城復興基金の活用方針」に基づき、北殿・南殿等も含めた

城郭内の施設の復元に活用させていただきます。（右下図）



Ⅲ．新たな寄附金の創設について

詳細は、「首里城復興サイト」をご覧ください。
https://www.shurijo-fukkou.jp/donation/shurijomirai_fund/ 検索首里城復興サイト

１．基金名称： 沖縄県首里城歴史文化継承基金（愛称：首里城未来基金）

２．設置目的：
首里城に象徴される沖縄の固有の歴史及び文化の継承を目的として、
県が行う事業の費用の財源に充てるため

３．活用方法：
⑴ 伝統的な建造物(これと一体として設置される物件を含む)の建造又は
修繕に関する専門的な知識又は技術を有する人材の育成
⇒伝統的な建築等の技術の人材育成による継承
※例：宮大工、彫刻等装飾品に係る彫刻師、彩色を施す絵師等の技術者育成

⑵ 歴史的又は文化的に重要な施設の整備その他歴史的風致の維持及び向上
⇒古都首里の歴史的空間創出による継承
※例：中城御殿等の整備、城壁等の修復、新首里杜構想に基づく歴史まちづくりの推進

※歴史的風致とは、「地域におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動
が行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体となって形成してきた良好
な市街地の環境」を指す

○ 首里城復興に対しては、現在も多くの皆さまから様々なご提言やご要望をいただいております。

○ このため、沖縄県では、首里城への思いを持つ方々との連携・協働の形として令和４年度から新たな寄附金を募るため、令和４年２月議会において以下

の基金設置条例案を提案することを決定しました。

７



８

５ 首里城正殿に用いる県産木材の使用変更について

○ 県が寄付金を活用して調達する正殿の小屋丸太梁材については、県産材のオキナワウラジロガシを６本用

いることとしていましたが、令和４年１月31日の「沖縄県首里城復旧・復興推進本部会議」において、象徴的

な部位で必要最小限となる御差床両端の２本（右下図の赤枠）と予備材１本の計３本へと変更することを決

定いたしました。

○ 残りの小屋丸太梁４本（右下図の青塗）は、国産ヒノキへ樹種を変更するよう今後国と協議してまいります。

Ⅰ．正殿の小屋丸太梁材に使用する樹種の変更

うさすか

御差床

■正面図

桁

小屋丸太梁

下層柱

貫

向拝柱

上層柱

棟木

母屋

台輪・
頭貫

小屋束

梁

■側面図

【凡例】県調達範囲を赤塗り

詳細は、「首里城復興サイト」をご覧ください。
https://www.shurijo-fukkou.jp/topics/1644815840/ 検索首里城復興サイト



Ⅱ．調達における地元との調整経緯（抜粋）

詳細は、「首里城復興サイト」をご覧ください。
https://www.shurijo-fukkou.jp/topics/1644815840/ 検索首里城復興サイト

○令和２年３月25日： 国頭村議会から首里城復元への県産材活用の意見書

を頂く。

○令和３年３月29日： 国頭村から樹木提供の同意を得る。

○令和３年10月19日： 地元の区代表へ説明し、役員会などで確認してもらう

などで、後日了解を得る。

９

国頭村
○令和３年４月16日： 石垣市から樹木提供の同意を得る。

○令和３年９月９日： 地元区代表３名とのWEB会議で調達概要や経緯を説明。

○令和３年９月13日： 地元区から地元説明会の開催、現地調査の実施等の趣旨

の陳情書を頂く。

○令和３年10月８日：（緊急事態宣言解除後）地元説明会を開催。

○令和３年12月22日： 地元区から苗木ができるまで事業開始せず、イノシシに

よる食害対策と補償を求める趣旨の陳情書（その２）を

頂く。

○令和４年１月18日： 地元区代表３名とのＷＥＢ会議にて、地元区の総意として、

伐採前に陳情した事項へ対応できないのであれば、承諾

できないとの回答を確認。

○令和４年１月31日： 県の令和３年度第３回「首里城復旧・復興推進本部会議」

で、石垣市からの調達を行わない旨を決定。

石垣市

Ⅲ．県が調達する正殿の構造材（大径材）について

○決定事項を受け、沖縄県が寄附金を活用し、正殿の構造材として調達する木材は以下のとおりです。

①ヒノキ

〇柱(下層・上層)用： 165本

〇小屋丸太梁用 ： ４本

②イヌマキ

〇向拝柱用 ： ７本 (予備材含む)

③オキナワウラジロガシ

〇小屋丸太梁用 ： ３本 (予備材含む)
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６ ご寄附事例の紹介（首里城火災復旧・復興支援寄附金）

うるま市南原小学校の生徒による取組

第16回平宮護岸アートコンクール（主催：うるま市教育委員会）

において、南原小学校の５年生５名が首里城募金に対する感謝の

気持ちを表した壁画を描き、最高賞「平宮アート金賞」を受賞。

副賞と小学校での募金を沖縄県へ支援金としてお寄せいただき

ました。

金城教育長コメント（抜粋）

○ この度は、平宮アート金賞のご獲得、誠におめでとうございます。

○ 南原小学校五年生の「首里城復活！！！」チームの皆さんは、今

回で二連覇を達成され、二年連続で支援金をお寄せいただくこ

とになります。

○ 皆さんが制作した作品から、首里城復興に向けて取り組む人へ

の感謝の気持ちと、温かいエールを受け取ることができ、復興を

願う全ての人の大きな励みとなっています。

○ 以前の荘厳な建物が復元される日を皆さんと一緒に心待ちに

しています。温かいご支援誠にありがとうございました。
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７ 首里城赤瓦の漆喰はがしボランティアについて
主催： 沖縄総合事務局国営沖縄記念公園事務所、沖縄県、（一財）沖縄美ら島財団

○首里城復興へ取り組む三者では、火災により影響を受けた首里城の赤瓦について、破損瓦等の処理の一環として「漆喰はがし」

作業のボランティアを募集しておりました。

○Ｒ３年11月6日～11月14日の第四期募集では、参加人数（延べ）444名の皆さまに914枚の瓦処理をご協力いただきました。

○同募集を以て、同作業が必要な瓦の処理は完了いたしました。ご協力いただいた多くの皆様に心から御礼申し上げます。

【第一期～第四期までの実施結果】

・総参加人数（延べ）： 4,266名

・総処理瓦枚数 ： 23,962枚
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８ 首里城破損瓦の利活用事業の紹介

首里城の焼け残った瓦等（破損瓦等）を首里城の思い出として活用したい、

との声が多く寄せられております。沖縄県では、多くの人が首里城への思いを

共有し、形として残していくことを目的として、首里城の破損瓦等利活用者を募

集しています。

第１回：【終了】令和３年 ６月～７月募集、８月配布
第２回：【終了】令和３年 11月～翌１月募集、１月配布
（※募集は非営利目的の利活用アイディアに限ります）

令和３年度募集

活用事例①（令和３年度 第１回募集）

「瓦でアート・花壇を飾ろう」（沖縄市立島袋小学校）

生徒が破損瓦に絵を描き、作品を校内の花壇に装飾予定。

（装飾作業はコロナによる休校等で延期中）

【生徒の感想】

首里城のかわらを初めて見たので驚いた。火事はつらいことだったの

で、かわらにかく絵は明るい絵にしようと思った。

みんなが沖縄にぴったりの絵をかいたのでカラフルできれいだった。

活用事例②（令和３年度 第１回募集）

「首里城の瓦を使ってモザイクアートを作る」（山口県和木町教育委員会）

こども園の５歳児を対象に、陶芸窯で泡盛のガラス瓶チップを散りばめ

て焼成したタイル上に赤瓦を並べモザイクアートを作る。

出来上がった作品は、山口県和木美術館へ展示した。

和木町の隣に岩国町があり、そこにある空港から那覇への直行便が飛

んでいるので沖縄に興味を持ってもらえた。
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９ おきなわ工芸の杜ご紹介

○沖縄の工芸産業の振興のため、人と技術・情報の交流拠点となる「おきなわ工芸の杜」が

令和４年３月にオープンします。

○同施設には、工芸品への理解を深め、未来へつなげていくための３つの役割があります。

詳細は、「おきなわ工芸の杜ホームページ」をご覧ください。
https://okinawa-kougeinomori.jp/ 検索おきなわ工芸の杜

工芸産業の振興発展という施設の目的とともに、琉球文化・歴史への関心を高め、首里城

復興への思いを込めて、「ひんぷん」と「アプローチ」には首里城の破損瓦が使用されてい

ます。

MISSION ①

工芸品に関する情報発信
本県の伝統的工芸品を集めた常設の展示室があり、歴史や作り方

について学ぶことができます。一般来訪者だけでなく、工芸従事者向

けの専門的な技術研修や講習会も予定しています。当施設を通して

多くの人へ情報発信をおこないます。

MISSION ③

作り手と使う人の交流の場
施設内には貸し工房や共同工房などがあり、多くの作り手が製作活

動をしています。一般来訪者は製作の様子を見学したり、実際に体

験工房で製作をすることができます。見学や体験などを通して作り

手と使う人との交流の場をつくります。

MISSION ②

工芸品を製造する作り手の支援
施設には工芸の製作や研修に必要な機器等が設置された『共同工

房』や、沖縄の工芸素材や図書資料を元にしたデザイン試作等をお

こなう開発スペースがあります。そのほか創業間もない作り手のため

の『貸し工房』など、これからを担う作り手の育成や支援をおこない

ます。

沖縄は14〜16世紀頃、日本本土・中国さらに東アジア諸国との交易を通じて独特な伝統

文化を形成してきました。そのなかで沖縄の工芸は、諸外国の様々な良い面を取り入れた多

彩なところが特徴であり、琉球王朝時代から今日に至るまで、県内各地で受け継がれ発展

しています。

沖縄県では国指定の伝統的工芸品が16品目あり、全国第3位の品目数となっています。

（平成30年11月7日現在）

ひんぷん

アプローチ



10 首里城復興DX共創ラボご紹介

○ 首里城復興におけるＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）を推進するため、沖縄県と「首里城復興におけるDX推進に関する連携協定」を締結したＳＣＳＫ(株)では

「首里城復興ＤＸ共創ラボ」を開設しました。

○ 同施設においても、デジタル技術を活用した首里城公園及び周辺地域の魅力向上、渋滞・駐車場問題の解消等に取り組んでいく予定です。

資料提供：
14
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資料提供：
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詳細は、「首里城復興イベントホームページ」をご覧ください。
https://shurijo-event.jp 検索首里城復興イベント

【令和３年度首里城復興イベント】

○ 令和４年度の正殿着工を見据え、首里城の魅力を改めて知り、琉球文
化・歴史を学ぶことができる「令和３年度 首里城復興イベント～首
里城×国頭村 首里城への想い～」を開催します。

○概要
・ものづくり体験イベント
(首里城破損瓦でつくる漆喰シーサーづくり、県産木材を使用したものづくり教室)

・首里城ナイトタイムコンテンツ
(夜の琉球芸能、首里幻想空間「首里天ぬ群星」、「天の川プロジェクト」)

・地域交流イベント
(首里城×国頭村 地域交流イベント 首里の旗頭演舞)

○日程
3/4(金)～6(日)、3/12(土)、3/13(日)

11 令和３年度首里城復興イベントご紹介



12 令和首里城復興イベント実行委員会の設立について

17

○沖縄県では、平成復元時にも行われた故事である「木曳式(こびきしき)」に倣い、令和首里城復興イベントを実施します。

○県産材等を活用する観点から関係自治体や団体と連携して、木曳パレード及び木遣行列などのイベントを令和４年秋に
実施するため、実行委員会を設立し、第１回実行委員会を開催しました。

詳細は、「令和首里城復興イベント実行委員会ページ」をご覧ください。
https://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/koen/hukkouibento/jikkouiinkai.html 検索令和首里城復興イベント実行委員会



平成の木曳式について

木曳式(パレード)の様子

木遣行列の様子

首里城復元期成会を筆頭に実行委員会形式で実施。沖縄総合事務局長及び沖縄県
知事は顧問として参加。財源は負担金、協賛金で賄われていた。

詳細は、「令和首里城復興イベント実行委員会ページ」をご覧ください。
https://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/koen/hukkouibento/jikkouiinkai.html 検索令和首里城復興イベント実行委員会 18



令和首里城復興イベントの実施イメージ（想定ルート）

国頭村

那覇市

首里城公園

詳細は、「令和首里城復興イベント実行委員会ページ」をご覧ください。
https://www.pref.okinawa.jp/site/doboku/koen/hukkouibento/jikkouiinkai.html 検索令和首里城復興イベント実行委員会 19



R4.2.11撮影

東のアザナより正殿方向を見る


